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研究内容：  

主な研究課題 

●人間の音空間知覚における情報処理過程の解明 

●次世代音響通信システムの開発 

●聴覚ディスプレイシステムの高精度化 

●新しい頭部伝達関数個人化手法の開発 

●多チャネルスピーカを用いた音空間生成 

 

研究シーズ 
人間の知覚情報処理系のなかで重要な情報処理過程の一つである聴覚において，特に音空間知覚に着目し，その

情報処理過程を明らかにすることを目標に研究を行っている。さらに，聴覚情報と視覚・体性感覚情報とのマルチモー
ダル処理過程についても研究を行っている[1]。これらの科学的基礎研究から得られた知見を応用し，高度な音響情報
通信システムやユーザインタフェース，臨場感にあふれ快適な 3 次元音空間表現などの工学的応用研究も行うととも
に，快適な音環境を実現するための研究や，システム実現の基礎となるディジタル信号処理等の研究等も研究対象と
する[2,3]。 

音空間認識には，音源から聴取者の両耳までの頭部伝達関数 (HRTF) が大きく影響する。このことを利用し，ヘッド
ホンなどを用いて信号処理により 3 次元音空間情報の提示を行うシステムが聴覚ディスプレイである。これまでに，
Linux OS 上で動作するソフトウェア聴覚ディスプレイを開発した[4]。開発システムは，頭部伝達関数の高精度な補間
や，低遅延といった特徴を有するシステムであり，従来のシステムでは不可能な，信頼性の高い研究を行うことが可能
となった。当システムを用いて頭部運動感応遅延の検知限・弁別限に関する人間の特性[5]や，遅延が大きい状態で聴
取した際に見られる特異な頭部運動[6]について報告してきた。 

また，聴覚ディスプレイを実用化するうえでの大きな課題の1つが頭部伝達関数の個人差である。この点についても，
身体形状と頭部伝達関数の明確な対応関係が未だ明らかにされていないなかで，主観評価により短時間に効率良く最
適な頭部伝達関数を選ぶ手法を提唱し，様々な予備検討を行っている[7]。 
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